
星空ガイド ４月１６日～５月１５日

※惑星は２０２０年５月１日の位置です。

よいの星空
４月１６日２２時頃

５月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
４月１６日 ４時頃

５月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

４ １６ ５：２５ １８：３１ １：５８ １２：１０ ２２.７

２１ ５：１８ １８：３４ ４：３９ １６：５０ ２７.７

２６ ５：１３ １８：３９ ７：０９ ２１：３４ ３.０

５ １ ５：０７ １８：４３ １１：３５ １：０８ ８.０

６ ５：０２ １８：４７ １７：２３ ４：１７ １３.０

１１ ４：５８ １８：５０ ２３：０２ ８：００ １８.０

１５ ４：５５ １８：５４ １：１３ １１：５７ ２２.０
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図１．望遠鏡でおよそ１５０倍で見た金星の日々の変化（シミュレーション）

ステキな夕方の金星、夜中すぎの木星・土星、そして火星

年明けからずっと西空で輝く金星は、４月２８日に-４.５等という最大光度になりま

す。特に４月２６日は三日月と共演する様子が見ものです。しかし、６月３日の内合が

近づいており、観望好期も終盤を迎えています。内合は太陽と地球の間に金星が入

る接近ですので、望遠鏡で見ると日々大きさが大きくなっていきます。アストロアーツ

社のステラナビゲーターを利用したシミュレーションの図を示します。

一方、前ページ「あけの星空」の図にあるように、ともに西矩（太陽と西に９０度直

角方向になる）を迎える木星と土星が、夜中すぎの空に並んだ様子が見られます。４

月１５日には下弦の月も加わり、おっかけ昇る火星とともに南東の空を賑わせます。

渡部 義弥（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

４ １５ 水 下弦（８時）／木星が西矩

月と木星と土星が集まる

１６ 木 土用の入

火星とアンタレスが接近

１９ 日 穀雨

２１ 火 月が最遠（４０６,５００㎞）

土星が西矩

２２ 水 ４月こと座流星群が極大（１５時）

２３ 木 ●新月（１１時）

２６ 日 夕空に金星と月がならぶ

２８ 火 金星が最大光度（-４.５等）

２９ 水 昭和の日

月 日 曜 主な天文現象など

５ １ 金 上弦（６時）／八十八夜

３ 日 憲法記念日

４ 月 みどりの日

５ 火 立夏／こどもの日

水星が外合

６ 水 振替休日

月が最近（３５９,７００㎞）

７ 木 ○満月（２０時）／みずがめ座

エータ流星群が極大のころ

１４ 木 下弦（２３時）

１５ 金 月と火星がならぶ
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